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～リスクは海外に～

初めに

日経平均が3万円を回復しました。今回は今後の日本株の見通しについてお話しします。

株価上昇は続く

日経平均は3万円を回復しましたが、日本株の上昇はまだまだ続くと考えています。理由は、
企業業績の好調持続、コロナ対策が奏功、政府の経済対策の3つです。以下順にお話しします。

企業業績は好調持続

日本企業の業績は全体として好調持続していると見ています。例えば日本製鉄やJFEなど鉄
鋼メーカーは、値上げの効果もあり好調な模様です。また日本電産や村田製作所など大手半導
体メーカーは、今後の業容拡大のため大規模な設備投資を計画しています。このように日本企
業の業績の好調が続くことが株価上昇を見込む第一の理由です。

期待の持てるコロナ対策

次は新型コロナ対策の効果が見えつつあることです。最近東京では新規感染者数の減少が続
いています。期待されている抗体カクテル療法についても効果があると言う声が多いようです。
こうした状況を勘案してか政府は行動制限などの緩和に向けた議論を開始しました。まだ楽観
はできませんが、このままある程度コロナを抑え込むことができれば日本株にも大きなプラス
になるでしょう。これが二番目の理由です。なおこの場合株式市場で恩恵を受けるのは、飛行
機や鉄道など旅行関連、映画やイベント関係などレジャー関連が予想されます。

政府の経済対策

最後は今後予想される政府の経済対策です。自民党総裁選が佳境を迎えていますが、その後
は総選挙、さらに来年は参議院選挙が控えています。誰が首相になっても景気回復に注力する
のは間違いないと思います。この予想される政府の経済対策も株高を見込む理由です。このよ
うに考えて日本株の上昇はまだまだ続くと見ています。

リスクは海外に

以上日本株について強気に考えていますが、リスクは海外にあると見ています。米国では
テーパリングの機運が高まっており、中国は政府の迷走が目立ちます。もし日本株が下落する
とすれば、こうした海外要因が原因になるとの見方です。


